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【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
　　私たち一般社団法人長岡青年会議所(以下「長岡JC」とする。)は、「明るい豊かな社会の創造」に向けて日々活動を続けていますが、青年会議所は単年度制の組織であり、その体制も年初に一新されます。新体制のもとでメンバーが一丸となって本年度の活動を展開するためには、理事長の掲げる活動目的と理念をメンバーが共有してスタートを切ることが必要です。また、2013年度の活動において顕著な功績のあったメンバーを表彰し讃えることが、青年会議所活動の活性化に資するものと考えます。
2. 事業目的(対外)
　　なし
3. 事業目的(対内)
　　メンバーが一堂に会して佐田直人理事長の挨拶を拝聴することで理事長の抱いている想いを共有し、また2013年度の活動に顕著な功績のあったメンバーを讃えるために村田靖直前理事長への感謝状贈呈並びに例会出席率100%のメンバーの表彰を行うことで、メンバーの青年会議所活動への参加意欲を高め、一人ひとりがその活動の中心に立つという自覚をもって本年度のスタートを切ることを目的とします。

4. 事業の対象者

(1) 対外対象者: なし

(2) 対内対象者: 長岡青年会議所現役メンバー

　　　　　　　　 2013年度例会100%出席の卒業生


【事業概要】

1.　実施日時
(1) 実施日: 平成26年　1月9日(木曜日)
(2) 実施時間: 16:20～17:20
(3) 設営時間: 13:00～17:50
2.　実施会場

(1) 会場名: ホテルニューオータニ長岡　NCホール

(2) 添付資料: 会場レイアウト
3.　参加員数結果報告並びに参加推進計画検証

(1) 対外対象者

なし

(2) 対内対象者

参加員数計画で、メンバー 152人、新入会員予定数 8人、事務局員 1人に対して

                メンバー 103人(公欠 4人除く)、新入会員 10人、事務局員 1人
2013年度卒業メンバー 1人
合計  参加員数計画161人に対して、115人

※ 平成26年1月9日現在のメンバー数:158人(うち休会3人)
(3) 参加推進方法についての検証

　　① メール案内にて出欠確認を行いました。出席率(75%)がやや低調になってしまったのは、例年より1週間ほど早い日程の影響もあったかもしれませんが、メールでの案内配信は必要最低限であり、積極的な参加に結びつくものではありませんでした。
　　② 各委員会に赴きPR活動を行い、本年度から新たにセレモニーに加えられたJCI Mission並びにJCI Visionの周知をお願いするとともに例会への参加を呼びかけました。これらのPR活動も、例年に行われていることであり、参加率の向上には結びつきませんでした。
③ 2013年度の例会出席100%の卒業生へは電話にて出欠確認を行い、今回は1名の方に参加していただくことができました。さらに多くの参加をいただくためには、個別の働きかけとそこに至るまでの関係作りが重要と考えます。
4.　外部協力者(協力種別)
なし
5.　引用著作物の有無

なし
6.　実施組織

(1) 役割分担表

	　　　　　　　　
	項目
	担当

	事前準備
	会場手配及び確認
	諸橋賢二運営幹事

	
	事業計画書作成
	片沼貴志

	
	案内文作成
	諸橋賢二運営幹事

	
	案内文配信
	諸橋賢二運営幹事

	
	出欠確認
	諸橋賢二運営幹事

	
	感謝状・記念品発注
	星野眞樹会計幹事

	当日
	会場設営
	総務広報委員会メンバー全員

	
	司会
	伊丹正和副委員長

	
	受付
	星野眞樹会計幹事、青木勝彦、片沼貴志

	
	会計
	星野眞樹会計幹事

	
	議事録作成人
	渡邉慎太郞

	
	議事録署名人
	伊比寿志、大関英晃

	
	備品準備
	星野眞樹会計幹事、大関英晃

	
	誘導係(表彰補助)
	長谷川啓、柳沢浩史、佐藤智之、北國真哉

	
	記録・音響
	佐藤栄治、大関英晃


7.　事業目的達成の検証

(1) 事業目的に達した点
① 出席したメンバーが、佐田直人理事長の挨拶を拝聴することで理事長の抱いている想いを共有することができました。

② 村田靖直前理事長への感謝状贈呈並びに例会出席率100%のメンバーの表彰を行い、その功績を称えることができました。

③ 上記①、②を達成できた結果、メンバー一人ひとりが長岡JCの活動の中心に立つという自覚を促すことができました。
(2) 事業目的に達しなかった点

① 出席率が75%程度にとどまったため、すべてのメンバーが一堂に会して理事長の想いを共有するところまでには至りませんでした。
8.　実施上の問題点
(1) 予算上の問題点
特になし

(2) 運営上の問題点

① 新年例会と新年会の受付を同時に行っているために、新年会の受付だけを済ませて新年例会の受付をしないメンバーがいました。

② 受付の際に出欠表と領収書の並び順が異なったため、スムーズなチェックが行えませんでした。
③ 会場ではなるべく前列に座っていただくために、後列に立入制限を設けロープを張りましたが、設営側の意図が伝わらずロープをまたいで立ち入るメンバーがいました。

 (3) その他の問題点

特になし
9.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

該当なし
10.　次年度への引継事項
　　① 入口付近は大変混雑していますので、受付を促し誘導するメンバーを設けるなど、受付をせずに例会会場に入場することがないよう対策をお考えください。

　　② 新年例会は、新しい委員会の所属になって最初の例会ですので、所属委員会ごとの出欠表ではなく、前年度の会員番号順の出欠表を用意して受付を行うことを検討してください。

　　③ 新年例会と新年会の設営委員会が異なる場合には、受付で混乱しないよう事前に各委員会の受付担当者間で役割分担を確認してから、出欠表の作成と共有、ハンドブック・領収書等の配布物のセットを行ってください。
④ 新年例会と新年会に使用が重複する備品については、事前にその引継ぎや使用後の管理(返却)について各委員会の備品担当者間で確認をして、備品リストについても同様式のものを作成し情報の共有を行ってください。
　　⑤ NCホールのように収容人数が多い会場では、メンバーの着席位置がバラバラになってしまいがちとなります。新年例会をメンバーが一体感を持って参加するには、誘導やアナウンス等で前列からの着席を強く促す必要があります。
⑥ 遅刻をして参加するメンバーがいることを想定して、受付から会場、適当な席へと誘導する担当を置くことも検討してください。
⑦ 誘導係、記念品やバッジの補助係の動きがスムーズな進行の鍵を握りますので、入念な打ち合わせ・リハーサルが不可欠です。記念品の担当は事務局員、バッジの担当は事務局長になります。リハーサルを繰り返しに行うことで、誘導係及び補助係は早い段階で動き方を把握してください。

　⑧ 例会100%出席のご卒業生には、早期にご案内を行い、参加を促す工夫をしてください。なお、出席が困難であれば、例えば該当するご卒業生のうち代表して記念品を受け取る方を事前に選定していただく方法などもご検討ください。
　⑨ 例会100％出席者への記念品贈呈については、前年度の例会出席に対しての表彰ですので、直前理事長より行っていただくこともご検討ください。

⑩ 新入会員の方々へ登壇の流れを周知するように、受け入れ委員会と十分な打ち合わせを行ってください。
⑪ バッチ授与される新入会員にもセレモニーにしっかり参加していただくために、クリード等をプロジェクターで投影することを検討してください。
⑫ 例会当日に欠席して記念品の受け渡しができなかったメンバーに対しても、後日速やかに連絡をして記念品をお渡しください。記念品が長期間にわたり事務局に放置されないよう、後の管理をしっかりと行い、残ることがないようにしてください。
⑬ 新年例会終了後、新年会会場に速やかに移動し、出迎えの準備をしなければならないメンバーも多くいますので、例会終了後に新年会会場へ移動を促すアナウンスを一度きりではなく繰り返し行ってください。

⑭ 新年例会の出席率向上のためには、例会の日程が決まり次第速やかに案内を発信すると同時に、文章だけでなく委員会でのPRで各委員会へおもむく前に、各委員会メンバーのスケジュール確認と調整をお願いした上で、各委員会へおもむいて出欠の確認を行う等をご検討ください。
11.　決算総額

(1) 金109,510円
(2) 収支決算報告書
12.　委員長所見
本年度新年例会は昨年に引き続き、ホテルニューオータニ長岡様のNCホールでの開催となりました。開催日が例年より早く、年末年始の忙しない中で、昨年度の引き継ぎ事項をよく参考にして、片沼貴志チーフを中心に総務広報委員会メンバーには、昨年にも増して、工夫をもってより良く例会を設営しようという基本に立って活動してくれました。

総務広報委員会が今年度のスタートである例会を設営するということに委員会メンバーがそれぞれに自覚をもって、これからの例会の手本となれるよう入会の浅いメンバーが多いながらも試行錯誤を重ねていき、本番が連想できるようリハーサルを行っていきました。その上で、リハーサル後に出た意見やアイディアを集約し、改めてシナリオの更新を行うことで経験の浅さを埋め、見事に本番で各自の役割を全うしてくれました。
毎年行われる新年例会の設営には、次年度以降のための有用な情報の引き継ぎとその蓄積が重要であり、委員会メンバー一人ひとりが各々の役割を果たし設営のど真ん中に立ったうえでの経験をもって、次年度へ引き継いでいく貴重な意見をしっかりと挙げてくれました。
これらの引き継ぎ事項から顧みると、本例会の設営の肝は、例年踏襲されてきたものに新たな工夫を加えていくという、まさに温故知新を体現していくものであったのだと設営を統括する委員長という立場に立ってみて改めて感じました。今回の設営を踏まえ、委員会メンバーには温故知新を持ちつつ、従来通りのものから殻を破り一歩でも前に出た、思い切った意見を出してくれるようこれからも挑戦していただきたいと思います。
また、新年例会の事業計画上にはありませんが、新年例会準備の裏で2014年度ハンドブックを制作から新年会当日の配布まで2か月以上にわたって進行管理してくれました伊比寿志君、柳沢浩史君の働きによりまして、メンバーと特別会員の皆様にハンドブックを無事にお渡しすることができました。この場を借りましてご報告するとともに感謝いたします。

末筆になりましたが、表彰にわざわざ駆けつけてくださいました恩田孝夫先輩、このような機会を与えていただきました佐田直人理事長、長岡JCメンバー、そして片沼貴志チーフと総務広報委員会メンバーに心より感謝申し上げまして、委員長所見とさせていただきます。





【使用資料一覧】

(1) 使用資料

① 案内文
② 次第
③ 収支決算書
④ 14新年例会出欠表
⑤ 100%出席者リスト
⑥ シナリオ
⑦ 会場レイアウト
⑧ 場面図
⑨ 備品一覧
(2) 参考資料

① ホテルニューオータニ長岡　フロア図
② NCホール平面図
③ 直前理事長への感謝状
④ 直前理事長への記念品目録
⑤ 例会100％出席記念品タオルデザイン


上程スケジュール

第5回委員会


平成26年 1月17日

第13回スタッフ会議

平成26年 1月28日
第6回委員会


平成26年 2月 7日

第14回スタッフ会議

平成26年 2月12日

第4回理事会　 　　　　　　　　 平成26年 2月19日



今後の上程スケジュール



【前回までの流れ(意見と対応)】
(1) 第13回スタッフ会議
平成26年1月28日

Ｏ:受付をしないで例会に参加したメンバーがいたのであれば、単に引継事項とするだけではなく、その点を実施上の問題点として記載した方がいいと思います。
Ａ:追記しました。
Ｏ:メンバーは新年例会終了後速やかに新年会の会場へ移動しお出迎えの準備をする必要がありますので、例会終了後は速やかに新年会の会場へ移動するよう指示する必要がある旨を引継事項に加えてください。
Ａ:追記しました。

Ｑ:今回の新年例会は例年と比較すると開催時期が早かったのですが、メンバーの出席率は例年と比較してよかったのですか。
Ａ:昨年度に関しては、出席率は同程度(75.6%)でした。

Ｑ:委員会として、新年例会の出席率を向上させる工夫はしたのですか。
Ａ:メールでの出席案内、各委員会におけるPR活動、及びご卒業生に対しては直接電話での出席の呼びかけを行いました。
Ｏ:例会100％出席者の記念品を早急にお渡し、いつまでも余っていることがないようにしてください。また、例年余っている記念品の管理がずさんですので引き継ぎ事項に記載してください。
Ａ:記念品については該当者全員へお渡し、引継事項へ記載しました。
Ｏ:来年に向けて今後考えられる新年例会の出席率向上のための工夫について、引継事項に記載してください。

Ａ:追記しました。
Ｏ:事業目的に達しなかった点を一読すると、よいスタートを切ることができなかったように感じますので、表現を工夫した方がよいと思います。

Ａ:修正しました。

(2) 第14回スタッフ会議
平成26年 2月12日

　なし

以上
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